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序

友部 町は、古来、豊 かな 自然 に恵 まれ 、それぞれ の

時代 に、人々の様 々な生活 があ り、その足跡 を数多 く

残 しています。

町内に広 く分布す る遺跡 や古墳 、城館跡、そ して、

神社や寺院、天然記念物な ど、人 々の生活 に関わ り、

その中で育まれた様 々な文化財 が あ ります。

これ まで私たちは、 この貴重 な文化遺産 を本 来の姿

のまま探存 し、後世 に伝 え るためい ろい ろ と努力 して

まい りま した。

しか し、今 日の社会情勢 の変化 は、誠 に急激 なもの

があ ります。貴重 な遺跡地 にも、 さま ざまな開発行為

が及ぶ こととな りま した。

この よ うな中で、 どうして も現状保存 ができない遺

跡 については、発掘調査 を してその調査記録 に よつて

保存す ることとな ります。

今回の発掘調査は、宗教 法人完全寺の墓地造成工事

に ともな うもので、 この地 を南端 として、完全寺裏遺

跡 が確認 され ています。

この調査 によつて、古墳 時代 を中心 とす る遺物が数

多 く検 出され、友部町の古代史 を解 明す る上で、貴重

な手がか りを得 ることがで きま した。

発掘調査 にあた り、 さま ざまな形 で ご指導 ご協力い

ただきま した皆様 に、厚 くお礼 申 し上げます。

友部町教育委員会   ′

教育長 宮 山 茂 夫



夕 l」         言

1,本 報告書 は、西茨城郡友部町大字大田町字完全寺後 657-12に 所在す る「 完全寺

裏遺跡」の発掘調査報告書である。

2,発 掘調査は、宗教法人完全寺による、墓地造成工事に伴 うものである。

3,調 査は、完全寺裏遺跡発掘調査会が主体 とな り、萩原義照が担当 し平成 3年 2月 19

日か ら2月 28日 まで実施 した ものである。

4,調 査に当たっては、宗教法人完全寺の ご理解 ご協力に対 して御礼を申 し上げ、また

教育委員会事務局のご配意についても感謝 したい。

5,出 土資料 は友部町教育委員会で保管 している。
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調 杏 の 経 緯

宗教法人「完全寺」は、平成 2年、寺の境内地・既存墓地の北側の畑地に

墓地の拡張を計画 した。

この造成工事に先だって、平成 2年 11月 、「完全寺」は友部町教育委員

会に、造成用地内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取扱いについ

て照会を行つた。これに対 し、町教育委員会は、造成用地内は縄文か ら弥

生、古墳時代に至る周知の遺跡であ り、町史編纂事業における分布調査で

もその所在が明らかであるため、工事の実施にあたってはその取扱いにつ

いて協議が必要であることを回答 した。

「完全寺」と町教育委員会が、理蔵文化財の取扱いについて協議を行った

結果、現状保存が困難であると判断 し、発掘調査による記録保存の措置を

講ずることとなった。

町教育委員会は、完全寺裏遺跡発掘調査会を組織 し、宗教法人「完全寺」

と埋蔵文化財発掘調査の委託契約を締結 し、平成 3年 2月 19日 か ら28
日までの期間に発掘調査を実施することとなった。

2 誹 ヨ宅事 ∝)ノテ 法

本調査は、調査期間が短いため、 トレンチ内の遺構確認によ り遺跡の性格把握を目的

としたため、重機利用はさけて、専 ら手作業 によって遺構確認 につ とめた。まづ 1号 ト

レンチは、緩斜面の地形 にそって、南北方向に幅 2m× 長20mを設定 し、 2号 トレンチ

は、 1号 トレンチにほぼ直交 して東西方向に約30m設定 した。

また、 1号 トレンチの東側に 1号 と同様に 3号 トレンチを、西側に4mの 4号 トレンチ

を設定 した。

調査対象区は、栗畑のため栗の古木が残存 している。また以前は、桑畑であったため

表土は深いが、土質が軽いため トレンチ内の除土作業は容易であった。

各 トレンチの層序は、第11～ 20図のセクシ ョン図のとお りである。

― ユー
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第 2図  完全寺裏遺跡周辺遺跡位置図 (1:25000)
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遺 跡 の 位 置 と 環 境

友部町は、県のほぼ中央 に位置 し、北西面 は笠間市に、南は涸沼川をもって岩間町に

東は内原町に境 して、その面積は58.73どである。また 」R常磐線 。水戸線が町を横断

す る交通至便の地である。そのため開発事業 も急増 し、振興都市 として、今後ますます

発展が期待 される地理的条件に意まれている。

遺跡の分布を概観 してみると、涸沼川前川や涸沼川の両岸及び、枝折川の沿岸の洪積

台地 には,縄文遺跡や古墳時代の遺跡に複合 して、弥生遺跡 も点在 している。 こうした

自然環境を背景 として、多 くの遺跡が町内に存在 している。

完全寺裏遺跡 は、 」R水戸線宍戸駅の北約500m、 涸沼川の左岸、田町川 と裏川 とに

はさまれた、標高約50mの 完全寺裏の台地に立地す る。

(1:1000)第 3図

-3-



遺 構 と 遺 物

■  遺 跡 の 荘死 ―

完全寺裏遺跡は、友部町史編さん事業の一っとして、町内遺跡の分布調査を実施した

その報告書によつて、みてみると次の通りである。

O 縄文遺跡

地  区 番号 遺 隊 名 地 形   ・  立  地 時 期

大田町 30 完全寺裏遺跡

完全寺の裏山t北側、畑地・ 桑畑・

栗畑である。標高38mか ら50mの緩斜

面であり、台地の先端部にあたる。

本遺跡の東側、西側には、涸沼川か

らの谷津田が入り込んでいる。縄文・

弥生・ 古墳時代の複合遺跡。

期

期

中

後

弥生遺跡については、完全寺裏山にあた る栗畑から、弥生上器が散布 している

ことは、以前か ら古式上師器が出上 した地点で知 られている。

完全寺裏遺跡は、多時代 にわたつている複合遺跡であることは了解 されるが、遺跡の

範囲は明瞭でな く、縄文時代の遺物 と弥生時代の遺構についても未確認であ り、詳細な

状況等 は不明であった。今回の調査においては、期間や範囲に制約があったため、 トレ

ンチ内の遺構確認を進めた。その結果古墳時代の住居跡 2軒 と土坑及び溝状遺構の一部 .

が確認 された。遺物 は主 として土師式土器で、縄文土器片や弥生土器片 は表採されたの

みである。

本跡調査区内か らの出土遺物は、甕形土器・ 壷形土器・ 不形土器等の土師器の破片

である。

友部町史編 さん室の実施 した、遺跡分布調査 (前 出 2遺跡の性格参照)の集録によ

ってみると、完全寺裏及びその周辺台地か ら採集 された遺物に 、土師器片 271片・

須恵器片 3片 。弥生片70片 。中世陶器 3片が記録 されている。 しか しこれ らの詳細な

位置は確定で きないが、完全寺裏の遺跡の性格を知る資料でもある。

-4-
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2 肇 /~k住 居 跡

第 1号住居跡

位   置   1号 トレンチの北端 (1-3)に 位置 してい る。

長 軸 方 向  N-60° 一E

規模 B平 面形  6.00m× 4.80mの 不整長方形で、北東 と南東 に溝

を有する。

壁      5～ 1 5cmで 、外傾 して立ち上がっている。

床      ロームでほぼ平坦。南西か ら北東にかけて、緩 く傾斜 して

ヤヽる。

ビ ツ ト  西端に 2か所、東端に 1か所検出された。径 20～ 4 0cm

で、深さ 17～ 2 8cmである。

炉      中央部に長径 9 6cmX短 径 4 3cmの精円形のものが 1か所、

北東に径 2 5cmも のが 2か所あ り、焼上が検出された。

覆   上  下層は自然堆積、上層は撹乱があ り、ローム粒子を含む褐

色・黒褐色上である。

遺   物  遺物の大半は、北東端の覆上下層から集中的に出上 した。

所   見  本跡は、遺構 。遺物から判断 して、古墳時代の住居跡 と考

えられる。

-6-
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第 5図  第 1号住居跡実測図
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第 1号住居跡出土土器

口径 ,13硼 X13,5硼  幅 ;15。 5皿  底部欠落

口径 ,9.5例  高 ;4.5側  幅 ;lo.5側

第 6図  第 1号住居跡出土遺物
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第 1号住居跡出土上器

8

19
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第 1号住居跡出土土器 3

16

-10-
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第 1号住居跡出上 4

22

20
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第 2号住居跡

位   置

長 軸 方 向

規模・平面形

壁

床

ピ ッ

炉

覆

遺

所

土

物

見

2号 トレンチの西部 (2-2)|こ位置 している。

N

4.50mX4.20mの 長方形で、真北 中央 に炉を有す

る。

7～ 1 8cmで、直立に近 く外傾 して立ち上がってい る。

ロームでほぼ平坦。南東側が、やや柔 らかい。

4か 所検出 された。径 22～ 2 4cmで 、深 さ 18～ 2 5cm

である。主柱穴 と考え られ る。

真北 中央 に 1か所検出され、幅 1 3 6cm、 高 さ 3 8cmの焼

上が遺存 している。

下層は自然堆積、上層は境乱があ りⅢローム粒子を含む黒

褐色上である。

遺物の大半は、北端の炉周辺の覆上下層か ら集中的に出土

した。

本跡は、遺構・遺物から判断 して、古墳時代の住居跡 と考

えられる。

lm
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第 7図  第 2号住居跡実測図
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第 2号住居跡出土土器

口径 ;23硼 (17.5 ol) 高 ;26仙  幅 ,30硼

Vi暫
|ギ洋著章111111

口径 ;26側 (20硼 )高 ;27硼  底部径 ;9.5硼

第 8図  第 2号住居跡出上遺物

12
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第 2号住居跡出土土器

口径 i19 cl(12.scl)

国径 ;12.5 cll(11.5赳 )

9

18

-15-

高 ;7側  幅 ,15皿



第 2号住居跡出土土器

|｀14■,I:I

鞘|

口径 ;1 5clX 1 5.5 cl(1輸 ) 高 ;6Gl

口径 ;14.5硼  高

-16-
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第 2号住居跡出上土器 4

日径 ;1 4Gl 高 ;4皿 4

14
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第 2号 住居跡出土土器 5

口径 ;14,7側 X15.6硼  高 ;5側

-18-
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第 2号住居跡出土土器

径 ,3.8硼～8.5団  長 ,18.5皿  かま ど内

径 ;4.3硼  穴径 ;0.7皿～0,75側  かまど内 紡垂車(部 分)19

18

-19-



3 溝

第 1号溝

主 軸 方 向

重 複 関 係

置位 2号 トレンチの中央 (2-3)に 位置 している。

N-27° 一E 及び  N-74° 一W

北北東か ら南南西へ のもの と、東か ら西へのものがこの地

点で交差 してい る。後者 が、深 くなっている。

規 模  前者は、上幅が 1.Om～ 1.8m、 下幅が 0.6m～ 1,1
m、 深さが 0.3m～ 0,4mで ある。

後者は、上幅が 1,4m～ 1.6m、 下幅が 0。 4m～ 0.6
m、 深 さが 0。 4m～ 0.6mで ある。

断 面 形  皿状及び椀状 を呈 してい る。

覆

遺

上  自然堆積。ロームブロックを含む褐色上で、柔 らかい。

物  土師器杯 1点 と、土師器片が出上 した。

所   見  時期 は不 明であるが、 この地 を畑 とした ときの根切 り溝 と

思われ る。

第 9図  第 1号溝出土遺物

-20-

3 口径 ,10.8皿  高 ;3側
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第 10図  第 1号 溝実 測 図
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第 2号溝

位   置

主 軸 方 向

断 面 形

模規

3号 トレンチ の南 (3-1

N

上 幅 が 0.4m～ 0.6m、

が0.lm～ 0。 3mである。

皿状を呈している。

から3-2西 )|こ 位置 している。

土

物

覆

】退

所

下幅が 0.3m～ 0.5m、 深 さ

自然堆積。ロームブロックを含む褐色上で、柔 らかい。

土師器杯 1点

見  1号 同様、時期は不明であるが、 この地を畑 としたときの

根切 り溝 と思われる。

10m

第11図  第 2号溝位置図
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1日 径 ,9.5側  高 ,3側
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4 fつ 花

土坑

位   置

規模 E平面形

壁面

底面

覆   土

遺   物

所   見

l号 トレンチの中央 (1-2)に 位置 している。

径 120cmの 円形を呈 し、深 さは40cmで ある。

垂直に立て上がっている。

ロームで、締まっている。

自然堆積。ロームブロックを含む暗褐色土で、柔 らかい。

なし

用途は定かではないが、近年の芋等の貯蔵穴 と思われる。

ゅヽ

「

第12図  土坑実測図

ぬ
|
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置位

5 た童 タト ヵ百

屋外炉

長 径 方 向

2号 トレンチの西端(2-1)に位置 している。

N-75° 一E

規模 日平面形 80cm× 50cmの 精円形を呈している。

炉 の 状 況 炉床は、地面を15cmほ ど椀状に掘り下げて構築している。

炉床のロームが赤変し、焼上が20cmほ ど遺存している。

炉から南北に、土師器破片が散在している。

見  2号 住居跡の西 7mほ どのところにあ り、同時期に使われたもの

と思われる。

lm

第 13図  屋 外炉 実 測 図

土

物

覆

塩渥

所
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5 ま と め

宗教法人「完全寺」の墓地拡張造成工事に伴 う、完全寺裏遺跡の発掘調査

は、平成 3年 2月 19日 ～ 26日 の 7日 間で行われた。調査の結果、古墳

時代の遺構・遺物を検出し、多 くの貴重な資料を得ることができた。

本遺跡及び周辺台地は、早 くから、弥生式上器片や古式上師器等が出土・

採集 され、町内で最も多 く分布するところとして知 られていた。 (『 友部

町史』)

本遺跡において確認 したものは、遺構 として竪穴住居跡 2軒 などである。

住居跡に伴 う遺物は、壷・甕・イなどの上師器破片が主なもので、相当

数の出上があった。古墳時代に比定されるものと考えられる。

遺構の主体 となるものは、古墳時代の住居跡であるが、完全寺裏台地一

帯には、弥生時代の遺構も存在するものと想定されている。

今回の調査では、限 られた範囲の限 られた期間での調査であったため、

それ らを含めた遺跡の金容をとらえるまでには至 らなかった。しかし、こ

の台地での調査は初めてのことであ り、町内でのこの時代の遺跡の調査例

がないこともあって、今回の調査で得 られた成果・遺物は、町のこの時代

の生活を知 る上で貴重な手がか りとなると思われる。

今後、さらに各地の調査が行われ、他の地域の調査 との比較検討がなさ

れ、友部町の歴史が詳細に解明されることを期待 し、この調査の成果が活

かされれば幸いである。
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1-1 土層解 説  I

Ⅱ

Ⅲ

n,

l-2

-3西 上層解説 I
Ⅱ

H

Ⅳ

土層解説 I 表土 (耕作土)

Ⅱ 褐色 (締 まり無 し)

Ⅲ 明褐色 (ロ ームプローッタ混入)

第14図  第 1ト レンチセクション図

表土 (耕作土)

黒褐色 (ロ ーム少量混入)

掲色―

表土 (耕作土)

掲色

黒褐色

褐色 (粘土混入、撹乱)

ヒ
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PL l 調査前の追跡の状況
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孝警韓

PL 第 1号住居跡・遺物出土状況
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PL 第 2号住居跡 B遺物出土状況
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PL 4 第 2号住居跡・遺物出土状況 2
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PL 第 1号溝 “遺物出土状況
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PL 6 第 2号溝 日各 トレンチ交差部周辺状況
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PL 7 屋外炉・遺物出土状況
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PL 第 1号 トレンチ遺構確認状況
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PL 9 第 2号 トレンチ調査区設定 B遺構確認状況
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PL  10 第 3・ 4号 トレンチ遺構確認状況
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PL ll 第 1号住居跡遺構調査・実測状況
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PL  12 第 2号住居跡遺構調査 日屋外炉周辺状況

屋外炉出土土器
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PL 13 出土土器
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